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　　表紙写真説明

「涼を楽しむ」（岐阜県・阿弥陀ケ地内）

撮影者　工業会事務局

平成30年度 名古屋支部“見学研修会” 
平成30年度名古屋支部の見学研修会を次の通り開催致します。

会員の皆様（家族同伴可）はふるってご参加下さい。

１．日　　時：平成30年10月20日（土）　8:00栄テレビ塔北　観光バス駐車場に集合
２．行　　先：銅鐸博物館、びわ湖温泉、近江八幡水郷巡り　日帰り
３．行　　程：栄テレビ塔北駐車場（8:00）

　→銅鐸博物館【見学】（10:30 〜 11:00）
　→びわ湖温泉【昼食・入浴可】（12:00 ～ 14:00）
　→ラコリーナ近江八幡【買物】（14:50 ～ 15:20）
　→近江八幡水郷巡り（モーター船）【乗船】（15:30 〜 16:20）
　→栄オアシス21付近（18:30頃）

４．会　　費：１名　6,000円（同伴家族も同じ。小学生以下は半額。）
５．募集人数：96名（先着順）
６．申 込 先：下記の単科会連絡幹事までご連絡いただくか、直接支部連絡先へ。

 締切は９月１６日（日）

支部連絡先：米谷　昭彦　Ｅmail：yoneya@nitech.ac.jp　TEL&FAX兼：052-735-5380
　　　　　　木村　高志　Ｅmail：t-kimura@nitech.ac.jp　 TEL：052-735-5381
　　　　　　（名古屋工業大学物理工学科内　名古屋工業会名古屋支部庶務）

各単科会連絡幹事等
ＣＥ会　遠藤　浩二（Ｃ61）TEL090-1108-5368
光鯱会　宇佐美智伯（Ａ⑥）TEL052-704-6137
巴　会　大西　　一（Ｍ49）TEL080-5100-2920
電影会　三宅　正人（Ｅ60）TEL090-3581-4472
双友会　伊藤　哲夫（Ｗ45）TEL052-718-0237
緑　会　村瀬　由明（Ｄ53）TEL052-805-0673

名窯会　曽根　茂実（Ｙ62）TEL0587-66-6800
名晶会　栗田　典明（Ｋ60）TEL052-735-5297
計測会　米谷　昭彦（Ｆ60）TEL052-735-5380
経友会　仁科　　健（Ｂ50）TEL052-891-5852
情友会　石橋　　豊（Ｊ56）TEL052-735-5440

各単科会幹事様はメールにて参加者情報をご連絡いただけますと幸いです。
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　一般社団法人名古屋工業会の平成30年度定期
総会、理事会並びに会員総会が5月19日（土）、
名古屋工業大学において開催された。
　定期総会には、理事長、副理事長、常務理事、
理事、代議員などが出席し、内藤常務理事の司
会で、水嶋理事長が開会挨拶の後、議長となり、
議事録署名人を指名した。内藤常務理事が報告
事項を説明した後、平成29年度事業報告及び収
支決算案、平成30年度事業計画及び収支予算案、
理事の選任について審議され、各議案との原案
どおり議決され、終了した。
　その後の理事会には、理事、監事が出席し、
水嶋理事長が開会を宣言、橿尾副理事長が議 
長となり、新理事長の選任と相談役の就任につ
いて審議し、新理事長に加川純一氏を選任、 相
談役に水嶋敏夫氏の就任が議決され、終了した。 
　続いて開催された会員総会では、冒頭、平成
29年度にご逝去された会員物故者36名のご冥福
を祈り、出席者全員で一分間の黙祷を捧げた。 
　会員総会は、内藤常務理事が司会となり、加
川理事長の挨拶、水嶋前理事長の退任あいさ 
つ、鵜飼学長の会長挨拶の後、定期総会並びに

平成30年度 定期総会・会員総会 報告
理事会で諮られ承認された議決事項が報告され
た。次に、総会行事として、理事長から叙位
叙勲等表彰者に記念品、母校退職教職員に感謝
状 等、会員で卒業満 70・60・50・40 周年を迎
えられた方への顕彰、退任役員への感謝状と記 
念品が贈呈された。
　続いて、犬塚正憲（D48）緑会幹事長の司会で、
学校法人西大和学園会長・大和大学学長 田野
瀬良太郎氏（D45）より「政治と教育の半生」
と題して特別講演をいただいた。
　会場を学生会館に移して開催された懇親パー
ティーでは、岡崎副理事長の司会で橋本卒業生
連携室長の挨拶の後、大鹿副理事長の乾杯の発
声で始まり、名古屋工業大学学生オーケストラ
による演奏のなか、杯を交わしながら和やかに
歓談、旧交を温めた。また、満60・50・40周年
を迎えられました方からお一人ずつ簡単な自己
紹介と近況報告があり、参加者 全員が大いに
盛り上がった。
　最後に、恒例となった学歌「東海の邦のほま
れに」を声高らかに歌い、橿尾副理事長の閉会
の辞で盛会裡に閉会した。

平成３０年度　定期総会　次第
１．議　　　事
　　（決議事項）
　　第１号議案　平成29年度事業報告及び収支決算案
　　第２号議案　平成30年度事業計画及び収支予算案
　　第３号議案　理事の選任について
　　（報告事項）
　　第４号議案　その他

平成３０年度　会員総会　次第
１．理事長挨拶　一般社団法人名古屋工業会理事長
２．会 長 挨 拶　国立大学法人名古屋工業大学長
３．報 告 事 項　定期総会での決議事項報告
４．行　　　事　イ　叙勲受章者に記念品贈呈（5名）
　　　　　　　　ロ　名古屋工業大学定年退職職員への感謝状等贈呈（16名）
　　　　　　　　ハ　名古屋工業大学卒満70.60.50.40周年の会員への顕彰（401名）
　　　　　　　　ニ　特別講演
　　　　　　　　　　講師：講師:田野瀬良太郎氏（D45）学校法人西大和学園会長・大和大学学長
　　　　　　　　　　演題：「政治と教育の半生」
５．懇親パーティー
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　先ほどの理事会にて理事長に就任しました加
川でございます。
　名古屋工業会は創設100年以上の歴史を有す
る全学同窓会組織でありその大役を仰せつかり
大変光栄でもあり、緊張しております。就任に
あたり、一言ご挨拶を申し上げます。
　名古屋工業会は「大学支援」と「会員相互の
親睦」という２本の柱で取り組んでおります。
私としてもその基本方針は継続していく考えで
あります。
　「母校がさらに輝きを増す大学として存在す
ること」が我々卒業生の誇りになります。先生
方や学生諸君、そして勿論卒業生の皆さんがそ
れぞれの分野でご活躍されているのをみるにつ
け嬉しく思うものです。そのような母校になる
よう全学同窓会としていろいろな役割を果たす
べく取り組んで参りますので皆様のご支援、ご
協力をお願いいたします。
　先ほどの定期総会にて平成29年度の事業報告
及び決算、平成30年度の事業計画が承認されま
したが　詳細につきまして後ほど常務理事より
報告させていただきます。　　
　私からは大学支援に当り最近の大学の状況に
ついて少しお話させていただきます。
　最近のトピックスでは　この３月に国際学生
寮整備事業として、大学の南側に留学生寮が

（NITech Cosmo Village）一部完成しました。
今年の９月に残り２棟が完成予定です。そこに
は女子学生増加に伴う対応として１棟は女子寮
となっています。
　大学も国際化を推進するためにいろいろな事
業を行っていますが、我々工業会としても、国
際的に通用する人材育成と大学の国際化を支援
するため学生の海外留学・派遣への支援を強力
に行っています。
　また、大学への産業界への橋渡しとして、「名

古屋工業大学研究協力会」とも連携しながら支
援強化していきたいと思います。大学との協賛
事業として今年も10月27日にホームカミング
デーを開催いたしますので、皆様におかれまし
て懐かしき母校の発展した姿を見に来ていただ
ければ幸いです。
　さらに、学生支援としては、昨年より始めま
した名古屋工業会給付型奨学金を継続致しま
す、また、挑戦的課外活動への支援として昨年
はソーラーカーや鳥人間コンテストチーム等に
奨励金を授与し、今年の学生将棋選手権個人戦
で見事優勝された方には理事長表彰をさせて頂
きました。
　あと、就職支援です。現在は多くの方が入学
時に終身会員になっていただいておりますが、
その会費を納付いただく保護者の方々の最大の
関心事は卒業後の就職です。
　工業会は今年もOBトップセミーをはじめ
種々のイベントを企画し学生の就職支援を行っ
ていきたいと思います。
　一方の柱は「会員相互の親睦」です。
　現在、名古屋工業会は全国に22支部あり会員
数は14,000名を超えました。また毎年新入学生
の入会がありますので会員は急速に増加してい
くことが予想されます。ただ卒業生をはじめ工
業会対象者は64,000名ほどおみえのようですの
で、未加入の方をご存知でしたら是非入会の勧
誘をお願いします。さらなる工業会の活性化の
ため工業会としては年齢を超えた会員相互の親
睦や情報交換ができるような環境作りとして会
員証の優待サービスの充実や卒業生名簿の整
備・保守を名古屋工業大学の組織である卒業生

一般社団法人名古屋工業会
理事長　加川 純一（K49）

理 事 長 挨 拶
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連携室と協力し合い進めていきたいと思いま
す。女子学生も増えＯＧ会「鶴桜会」も結成さ
れました。各支部の活動にも参加できるように
なればと思います。
　各支部の問題として同窓会活動への若手の参
加の減少が課題でもあるようです。支部運営の
問題については各支部総会へ本部から参加し事
情をお伺いし、支部長会での意見聴収などを通
じ皆さんのご意見や提案をいただきたいと思い
ます。よろしくお願いします。
　以上のように「大学支援」と「会員相互の親
睦」を２本柱で活動していきますが、特に今年
は工業会が今後とも永続的に活動していくため
の財政基盤の安定化の中長期計画の策定と工業
会館の耐震化への対応の方向性を検討せねばな
りません。

　工業会収入につきましては先ほど述べました
ように新入学時の入会によりある程度は見込め
るようになりましたが、現在の入会比率を維持
するためのサービスの充実や非会員学生や非会
員卒業生の勧誘を進めたいと思います。支出に
関しては大学支援と会員サービスの充実のバラ
ンスを考えながら、一方工業会館の耐震化対応
を計画的に進めていかねばなりません。
　皆様からの工業会活動の活性化に向けた積極
的な提案をお願いいたします。
　最後になりますが、本日は会員総会の後、名
工大の0Bで西大和学園の創始者で大和大学学
長であられます田野瀬良太郎様の特別講演、そ
の後懇親パーティーを企画しております。時間
の許す限り親睦を深めていただき、楽しい時間
を過ごしていただきたいと思います。
　本日はありがとうございました。

平成30年5月19日

会員各位
一般社団法人　名古屋工業会　

理事長　水嶋　敏夫　

平成30年度定期総会及び決議ご通知

平成30年５月19日(土)開催の一般社団法人名古屋工業会定期総会において、議案全てが議
決されましたのでご通知申しあげます。

懇親パーティー（学歌を斉唱）会員総会風景
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　ご紹介いただきました水嶋でございます。
　会員総会に先立ち開催されました理事会にお
いて、私の理事長退任をご承認頂きました。
　思えば平成26年4月、前任の篠田さんから理
事長のバトンを引き継ぎ、母校に対する恩返し
と、私自身が会社生活の中で直接指導を受けた
大先輩への恩返しができるチャンスと捉え、名
古屋工業会の活動を推進して参りましたが、全
国にみえます会員の皆様、工業会役員ならびに
事務局職員の皆様、そして大学関係者の皆様の
温かいご支援とご協力のお陰をもちまして、職
責を果たすことができました。
　４年間に亘り本当にありがとうございまし
た。
　工業会は、平成25年には法人法改正に伴い一
般社団法人となりましたが、工業会活動の２つ
の柱である「大学支援」と「会員の相互親睦」
をいかに効率的、効果的に進めたら良いか、ま
た永続的な活動にするか、役員の方々とも協議
しながら進めて参りました。
　大学の研究活動はもちろん、学生の課外活動
も積極的に支援するほか、三年前には母校の創
立100周年を記念して、大学との共同開催事業

「ホームカミングデー」を立ち上げましたが、
全国から多くの卒業生が、久し振りに母校に足
を運び旧交を温めるのに、良い契機になったの
ではないかと思います。
　また、長い歴史の中で初めてのカード式の会
員証を発行したり、美術館やホテル等の会員優
待制度を拡げることで、会員の帰属意識とうれ
しさを大きくする企画を実行する一方で、全国
各支部での総会や行事にお邪魔して多くの会員
の皆様と交流できた事は、私自身にとっても貴

前 理 事 長 挨 拶
一般社団法人名古屋工業会
前理事長　水嶋 敏夫（M42）

重な経験であり、今後の大きな財産となりまし
た。
　この度、私の後任として、加川さんという素
晴らしい方が理事長を引受けて下さいました。
　加川さんは、元・名古屋支部長を務められ、
現在も工業会理事として活躍をされてみえ、工
業会の将来を考えたとき、とても心強く感じて
います。
　工業会は新体制のもとで事業展開されていく
訳ですが、鵜飼学長がリーダーシップを発揮さ
れる名古屋工業大学の変革と更なる発展を支
え、「耀く、ますます耀く母校を願って」とい
う我々会員全員の願いが達成されるものと信じ
ております。
　最後になりましたが、会員の皆様方のご健勝
を祈念致しまして、退任のご挨拶と致します。
　ありがとうございました。

理事長退任へ、感謝状と記念品贈呈
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　名古屋工業会会員総会の開催にあたり、母校、
名古屋工業大学を代表して一言ご挨拶を申し上
げます。名古屋工業会会員の皆様には、学生の
修学、課外活動、海外派遣事業などの教育活動、
ならびに教員の研究活動などにご理解、ご支援
を賜り厚くお礼申し上げます。また、理事長を
はじめ名古屋工業会役員の皆様には、常日頃よ
り卒業生連携室、基金運営などの活動を通じて
本学の事業運営を支えて頂いており、この場を
借りて改めて感謝申し上げます。とくに、水嶋
様には本日をもって理事長を退任されることに
なり、長年にわたるご尽力に深く敬意を表しま
すとともに、母校を代表して、心より感謝申し
上げます。水嶋前理事長とは緊密な関係の下で
工業会活動をさせて頂いてまいりました。とく
に、一緒に全国各地の工業会支部総会に出席す
るなど楽しい思い出も数多く、誠に名残惜しい
気持ちでございます。改めてこれまで精力的に
活躍されましたことに対して、心よりご苦労様
でございました、と申し上げたいと存じます。
そして、加川新理事長におかれましては、これ
までも理事として母校の活動にもご尽力頂いて
おりましたが、これからは理事長として工業会
を強力に牽引されるとともに、名古屋工業大学
との連携をより密にしながら工業会ならびに母
校の発展にご協力を賜りますようよろしくお願
い申し上げます。
　さて、折角の機会ですので、この１年間を振
り返って本学の動きと最近急激に進む大学教育
をめぐる政策動向についてご紹介させて頂きま
す。
　教育改革の柱として平成28年度にスタートし
た新教育システムは今年で３年目を迎えます。
社会、産業界からの多様な人材像の要請に応え
るために導入した複線的な教育課程の下、学生
は各々自分に合ったカリキュラムを選びながら
意欲的に勉学に取り組んでいます。他校に先駆
けて設置した６年一貫の創造工学教育課程につ

いては、文部科学省に設置された「大学におけ
る工学系教育の在り方に関する検討委員会」に
おいて６年一貫制度の導入、工学部のなかの学
科の壁を超えた教育課程の設置、企業型教員の
活用などの制度改革が進んでいます。これら
は、まさに本学が先導的に実践してきた内容で
す。また、本学では、実績のある工場長養成
塾、今年3月に名古屋市の委託を受けて本学に
設置したセンターでのロボット・IoT導入やシ
ステムインテグレータを育成するプログラムな
ど、社会人を対象とした教育プログラムを積極
的に推進しています。こうした社会人を対象と
したリカレント教育については、人生100年時
代構想会議において、将来の大学機能として重
要となっていくことが打ち出されています。こ
のように、名工大がめざす新たな工学教育の構
築に向けた改革には追い風が吹いています。名
工大が工学系単科大学のメリットを最大限に活
かし、工学教育のフロントランナーであり続け
るために、全学一体となって取り組んでいます。
　国内外の大学・研究機関、産業界、行政、金
融界とのネットワークを介して「人」「知」「技術」
をつなぎ、学術・技術で新しい価値を創造し世
界に発信する拠点。名工大がめざすのは、この
ような「工学のイノベーションハブ」です。昨年、
従前の産学官連携センターと大型設備基盤セン
ターを統一化、拡大的に改組して産学官金連携
機構を整備しました。名工大の有する知と設備
のリソースを最大限に活用しながら金融界とも
一体となって、持続的な地域振興とわが国の産
業競争力強化への貢献を組織的に推進する、産
学官連携に実績のある名工大ならではの機構で
す。また、今年4月にはAI・IoTなどICTを中
核として 産業界のあらゆるAI導入への期待に

国立大学法人名古屋工業大学長
一般社団法人名古屋工業会会長

鵜飼 裕之（F52）

会 長 挨 拶
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応える「NITech AI研究センター」を設置しま
した。さらに、先進的なレーザー加工や塑性加
工技術、IoTの導入など生産技術で地域の製造
業を支える「先進生産技術研究センター」も5
月に設立しました。このように産業界と一体と
なって「活きた問題」を発掘し、「活きた研究」
として学問の根を深く下ろす、という本学の精
神に沿った産学連携研究を加速しています。お
かげにより昨年度の本学の産学連携研究による
外部資金獲得額は10%近くの伸び示すことがで
きました。一方、研究特区である材料科学・情
報科学フロンティア研究院では、常時30名程度
の海外著名大学等からの外国人教員が所属し教
育研究活動を一緒に行っています。さらに、3
月にはオーストラリアのウーロンゴン大学と共
同で博士の学位を授与する情報学専攻を設置し
ました。ドイツのFAUとは組織的に共同して
研究教育を行う二国間共同事業の提案を準備し
ています。こうした活動により、国内外の研究
者間の交流をさらに促進し、国際的共同研究の
展開、ひいては国際共著論文の増加につなげて
います。教員ひとり一人の高い研究力を活かし
てチームとしてまとめ、世界へ、そして産業界
へ展開する。国際連携と産学官金連携を駆動源
として持続的にイノベーションを創出する研究
体制を充実しています。
　わが国の科学技術力の向上にとって、工学分
野で活躍する女性と優秀な外国人技術者は欠く
ことのできない人財であり、工学系大学にとっ
てその育成は重要なミッションのひとつです。
今年4月の学部入学生における女子学生比率は
19.9%まで増え、また、外国人留学生は350名程
度、地域もアジアから欧州、アフリカなどへ拡
がり、4月からはモンゴルとのツイニングプロ
グラムもスタートしました。今年3月には、外
国人留学生と日本人学生が同居する国際学生寮
の一期工事分が竣工し、女子学生専用スペース
も設けています。昨年、JSTの「ダイバーシティ
推進事業」に採択されたことを機に、男女共同
参画推進センターを拡大的に再編してダイバー
シティ推進センターを設立しました。女性研究
者の活躍推進、外国人研究者・企業型教員の積
極的な登用など多様な人材を集めることによっ
てキャンパスのダイバーシティ化をより一層進

めています。そして、多様な人々が共生し、互
いに能力を高め合うことで大学に活力を生み、
新たな価値を創造するダイバーシティ・インク
ルージョンをめざしています。
　さて、昨今、総合科学技術イノベーション会
議、人生100年時代構想会議、未来投資会議、
経済財政諮問会議など様々な首相主導の政策会
議のなかで、大学改革の必要性が指摘され矢継
ぎ早に政策が打ち出されています。また、中央
教育審議会では2040年の高等教育の将来像も議
論されています。高等教育無償化などはその最
たるものです。こうした高等教育政策の急激な
変化は国立大学にとっては大きな外圧となって
作用し、大学経営は混乱しています。中でも、
少子化と大学の国際的研究競争力の低下などを
背景として、国公私立の枠を超えた大学の統合
再編が制度改革として検討されています。近く
国立大学法人法の改正により一法人複数大学が
可能となります。名大と岐阜大の経営統合の話
はその流れのなかで出てきたもので、統合によ
り総合大学としての規模の拡大と経営の効率化
を図るのが主体たる目的です。突然、メディア
で報道され、皆様にもご心配をおかけしており
ます。皆様ご承知のように、昭和24年新制大学
として再スタートを切るときに、名工大は名大
との合併ではなく、旧帝大工学部とは異なる方
針の下、産学連携を主体とした実践的な教育研
究をめざして独自の道を歩むことを選択し、工
学系大学としてこれまで実績を築いてきまし
た。そして、今また、名工大はこの伝統を引き
継ぎながらも工学を中核に置く新たな大学像を
めざして様々な改革を進めています。したがっ
て、名大との経営統合に関わる協議には参加し
ないことを表明しています。皆様にもご理解を
賜りますよう、この場を借りてお願い申し上げ
ます。
　名古屋工業大学は、教育と研究の両輪を改革
によってさらに勢いよく回転させ、工学系大学
としての独自の進化をめざしてグローバルス
テージへと踏み出してまいります。皆様のより
一層のご理解、ご支援をお願いして私のご挨拶
とさせて頂きます。
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